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２
面
…
●
時
論
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
と
健
康
保
険
証
」

　
　
　

●
解
説
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

「
義
務
化
」・
電
子
カ
ル
テ

導
入
推
進
に
関
す
る
歯
科

ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面
…
●
医
科
保
険
診
療
研
究

　
　
　

●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

▶
道
民
に
呼
び
か
け
る
橋
本
会
長

署名用紙入りのティッシュを配布

　

本
年
８
月
共
同
通
信
社
は

マ
イ
ナ
保
険
証
一
体
化
に
伴

う
保
険
証
廃
止
に
関
す
る
世

論
調
査
を
行
っ
た
。「
延
期
」

「
撤
回
」
を
求
め
る
意
見
が

70
〜
80
％
を
占
め
、
多
く
の

医
療
機
関
は
保
険
証
廃
止
に

強
く
反
対
し
て
い
る
。
河
野

大
臣
は
「
保
険
証
廃
止
は
閣

議
決
定
」
と
述
べ
医
療
現
場

の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
も

し
な
い
▼
台
湾
デ
ジ
タ
ル
担

当
政
務
委
員
を
務
め
る
オ
ー

ド
リ
ー
・
タ
ン
氏
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
政
策

で
コ
ロ
ナ
感
染
の
封
じ
込
め

に
貢
献
し
た
。
政
策
の
透
明

性
と
信
頼
性
を
得
る
た
め
、

全
て
の
会
議
や
国
民
の
意
見

を
録
音
録
画
・
公
開
し
、
高

齢
者
等
が
取
り
残
さ
れ
る
こ

と
が
な
い
よ
う
配
慮
し
た
。

国
民
の
不
安
に
耳
を
傾
け
、

要
望
に
応
え
る
こ
と
で
、
強

制
す
る
こ
と
な
く
、
協
力
を

得
る
こ
と
に
成
功
し
た
▼
マ

イ
ナ
保
険
証
は
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
の
際
、
誤
登
録
が

多
数
報
告
さ
れ
て
お
り
、
十

分
に
機
能
し
て
い
な
い
。
診

療
現
場
で
は
保
険
証
が
な
け

れ
ば
、
窓
口
業
務
は
円
滑
に

進
ま
ず
、
保
険
証
の
存
続
が

必
要
だ
▼
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

で
国
民
を
誘
導
せ
ず
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
必
要
性
と
安
全

性
を
真
摯
に
検
証
す
べ
き
だ
。

情
報
漏
洩
や
社
会
保
障
個
人

会
計
の
防
止
策
を
公
表
し
、

国
民
か
ら
信
頼
を
得
る
べ
き

で
は
な
い
か
。�

（
Ｋ
Ｔ
）

　
本
会
は
、
９
月
９
日
に
札
幌
大
通
公
園
で
、
医
療
機

関
の
窮
状
を
道
民
に
訴
え
る
と
と
も
に
、「
現
行
の
健
康

保
険
証
を
残
す
」
た
め
の
署
名
用
紙
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
街
行
く
道
民
に
配
布
、
政
府
が
進
め
る
患
者
負
担
増

の
内
容
等
に
つ
い
て
街
頭
宣
伝
行
動
を
行
っ
た
。

　
道
民
か
ら
は
、
健
康
保
険
証
廃
止
・
患
者
負
担
増
等

に
対
す
る
不
満
の
声
が
聞
か
れ
、
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
た
。

　

当
日
は
、
役
員
、
事
務
局

計
16
人
が
参
加
。
政
府
が
進

め
よ
う
と
し
て
い
る
後
期
高

齢
者
の
医
療
費
負
担
増
の
問

題
点
な
ど
を
訴
え
た
。

　

冒
頭
、
橋
本
会
長
は
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

拡
大
を
目
的
と
し
て
、
保
険

証
を
廃
止
す
る
こ
と
は
あ
ま

り
に
強
引
で
は
な
い
か
。
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
も
保
険
証
も
希

望
す
る
人
に
渡
す
こ
と
に
何

の
弊
害
も
な
い
は
ず
だ
」
と

述
べ
、
健
康
保
険
証
廃
止
の

　

本
会
は
今
年
７
月
、
あ
ん

ま
・
は
り
・
き
ゅ
う
（
以
下

あ
は
き
）
の
療
養
費
同
意
書

の
作
成
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
本
会
医
科
会
員�

１
７
４
３
名
を
対
象
に
行
っ

た
。
調
査
結
果
か
ら
は
、
同

意
書
の
発
行
に
つ
い
て
は
７

割
を
超
え
る
会
員
が
あ
る
と

回
答
。
ま
た
、
回
答
し
た
会

員
の
約
２
割
か
ら
何
ら
か
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
と
の
回

答
が
得
ら
れ
た
。

　

あ
は
き
の
療
養
費
の
請
求

に
は
、
医
師
の
診
断
書
も
し

く
は
同
意
書
が
必
要
で
あ
る

が
、
療
養
担
当
規
則
で
は

「
み
だ
り
に
、
施
術
業
者
の
施

術
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
同

意
を
与
え
て
は
い
け
な
い
」

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
一
定

の
保
険
診
療
が
行
わ
れ
た
後

に
交
付
さ
れ
る
べ
き
も
の
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

が
こ
れ
ま
で
も
、
対
象
疾
患

へ
の
治
療
を
行
っ
て
い
な
い

医
療
機
関
へ
の
発
行
依
頼
や
、

無
診
察
で
施
術
業
者
か
ら
直

接
同
意
を
求
め
ら
れ
る
例
な

ど
、
運
用
の
在
り
方
が
問
題

視
さ
れ
て
い
た
。

　

調
査
へ
の
回
答
数
は
80
人

で
、
う
ち
実
際
に
「
同
意
書

を
発
行
し
た
経
験
が
あ
る
」

は
75
・
０
％
あ
り
、「
同
意
書
交

付
の
条
件
を
知
っ
て
い
た
」の

は
91
・
７
％
と
、ほ
と
ん
ど
の

方
が
制
度
内
容
を
理
解
し
交

付
し
て
い
た
。「
治
療
経
験
の

な
い
疾
患
へ
の
交
付
の
求
め
」

に
は
、
あ
り
が
58
・３
％
で
、

こ
の
う
ち「
交
付
し
た
」方
は

31
・
４
％
で
あ
っ
た
。交
付
の

要
件
は
知
り
つ
つ
も
、
患
者

の
要
求
と
の
板
挟
み
に
苦
慮

す
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

ま
た
、「
施
術
事
業
者
か

ら
直
接
交
付
を
求
め
ら
れ
た
」

は
31
・
７
％
に
も
上
り
、
患

者
の
意
思
確
認
の
確
実
性
、

施
術
業
者
の
過
度
な
誘
導
と

い
っ
た
問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。

「
無
診
察
で
再
交
付
を
求
め

ら
れ
た
」
も
、
21
・
７
％
で

あ
る
と
回
答
さ
れ
、
一
部
の

不
適
切
な
運
用
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。「
同
意
書
発
行

に
つ
い
て
の
ト
ラ
ブ
ル
の
経

験
」
で
は
、
18
・
８
％
が
あ

る
と
回
答
。
具
体
的
に
は

「
他
の
医
療
機
関
で
書
い
て

く
れ
た
と
叱
責
さ
れ
た
」、

「
無
診
察
で
発
行
を
事
業
者

か
ら
執
拗
に
求
め
ら
れ
た
」、

「
往
療
の
必
要
が
な
い
の
に

患
者
に
求
め
ら
れ
る
」
な
ど
、

安
易
な
受
療
を
求
め
る
患
者

が
医
療
機
関
に
不
満
を
訴
え

る
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
交
付

要
件
に
沿
っ
た
対
応
を
行
う

医
療
機
関
と
、
緩
や
か
な
運

用
を
求
め
る
患
者
・
施
術
業

者
と
の
隔
た
り
が
結
果
と
し

て
表
れ
た
。
問
題
解
消
の
方

策
と
し
て
、
施
術
に
至
る
ま

で
の
治
療
経
過
や
診
療
科
と

の
関
連
等
の
ル
ー
ル
の
明
確

化
、
施
術
業
者
に
対
す
る
適

正
運
用
に
向
け
た
行
政
指
導

の
徹
底
、
制
度
利
用
の
た
め

の
患
者
教
育
等
、
さ
ら
な
る

制
度
整
備
が
必
要
と
考
え
ら

れ
る
（
詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
下
さ
い
）。

高
齢
者
に
と
っ
て
、
負
担
増

は
死
活
問
題
。
年
金
の
支
給

水
準
が
目
減
り
す
る
中
、
増

税
や
長
引
く
物
価
高
騰
の
影

響
も
受
け
て
貧
困
化
が
進
ん

で
い
る
高
齢
者
を
さ
ら
に
追

い
込
む
国
の
姿
勢
を
厳
し
く

批
判
し
た
。

　

街
行
く
道
民
一
人
ひ
と
り

に
「
現
行
の
健
康
保
険
証
を

残
す
」
こ
と
を
求
め
る
署
名

入
り
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

を
配
布
し
、
立
ち
止
ま
る
道

民
か
ら
は
、「
健
康
保
険
証
は

残
し
て
欲
し
い
」「
物
価
高
騰

も
あ
り
受
診
し
た
く
て
も
で

き
な
い
」
等
、
不
満
と
不
安

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

　

本
会
は
、
道
民
の
声
を
国

会
へ
届
け
る
と
と
も
に
国
民

皆
保
険
の
充
実
と
、
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
医
療
の
実
現

を
求
め
て
活
動
を
継
続
す
る
。

保険証の廃止撤回を呼び掛け保険証の廃止撤回を呼び掛け

無
診
察
で
の
交
付
の
求
め
が
２
割
超

無
診
察
で
の
交
付
の
求
め
が
２
割
超

「
あ
は
き
」
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

撤
回
に
向
け
た
署
名
活
動
を

紹
介
。
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
役
員
が
交
代

で
「
患
者
の
負
担
増
問
題
」

「
ワ
ク
チ
ン
接
種
」「
医
薬
品

の
供
給
不
足
問
題
」「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
」「
受
診
抑
制

と
口
腔
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に

政
府
が
進
め
る
医
療
制
度
改

革
等
の
問
題
点
を
道
民
へ
訴

え
た
。
特
に
患
者
負
担
増
問

題
に
つ
い
て
は
、
昨
年
10
月

か
ら
、
後
期
高
齢
者
の
う
ち

一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
約

２
割
が
原
則
２
割
負
担
と
な

っ
た
こ
と
で
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
半
分
以
上
で
医
療

費
負
担
が
２
割
か
３
割
と
な

っ
て
い
る
現
状
を
訴
え
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
国
が
介
護
保

険
制
度
を
見
直
し
、
利
用
者

負
担
を
原
則
２
割
に
す
る
こ

と
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
現

状
を
説
明
。
加
齢
に
よ
る
体

力
の
衰
え
で
現
役
世
代
よ
り

も
医
療
や
介
護
を
必
要
す
る

札
幌
大
通
で
街
宣
行
動

署名活動にご協力ください！
保険証廃止撤回・保険でより良い歯科医療

❶保険証廃止撤回
［請願事項］
　現行の保険証を残してください

❷�保険でより良い歯科医療を求める
請願署名

［請願事項］
　窓口負担割合を下げてください
　保険適用の歯科医療の範囲を広げてください
　�歯科医療への国の予算を大幅に増やしてくだ
さい

それぞれ2023年10月末まで実施しています！
①は前号に同封しています。
署名用紙は無料でお送りします。ご希望の方は
お問合せください。

保険証の廃止撤回を呼び掛け
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健
康
保
険
証
は
受
診
の

た
び
に
提
示
が
義
務
付
け

ら
れ
、
有
効
な
保
険
証
番

号
か
ど
う
か
の
確
認
が
必

要
で
あ
る
。
保
険
証
情
報

に
相
違
が
あ
れ
ば
、
支
払

基
金
、
国
保
連
合
会
、
そ

し
て
保
険
者
か
ら
問
い
合

わ
せ
が
来
る
。
医
療
機
関

で
は
受
診
時
に
保
険
証
を

確
認
し
て
い
れ
ば
、
保
険

証
を
回
収
で
き
な
い
保
険

者
に
責
任
が
発
生
す
る
た

め
、
レ
セ
プ
ト
は
原
則
有

効
と
な
っ
て
い
た
。

　

未
確
認
の
場
合
に
は
レ

セ
プ
ト
は
返
戻
さ
れ
、
正

し
い
保
険
証
番
号
を
確
認

し
て
再
提
出
す
る
か
、
10

割
で
支
払
っ
て
も
ら
う
か
、

そ
の
ま
ま
医
療
機
関
の
損

金
で
処
理
す
る
か
で
あ
る
。

　

以
前
、
保
険
証
は
世
帯

ご
と
に
１
枚
だ
っ
た
。
そ

の
後
、
一
人
一
人
に
発
行

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

保
険
証
は
手
続
き
を
し
て

か
ら
入
手
す
る
ま
で
一
定

の
期
間
を
要
す
る
。
未
回

収
に
な
る
保
険
証
も
多
い

よ
う
で
、
失
効
し
た
保
険

証
を
提
示
す
る
患
者
も
い

る
。
医
療
機
関
の
窓
口
で

は
そ
の
保
険
証
が
有
効
か

ど
う
か
確
認
す
る
す
べ
は

な
か
っ
た
。
審
査
機
関
や

保
険
者
に
お
い
て
も
確
認

作
業
と
事
後
処
理
が
負
担

と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

そ
こ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
と
い
う
シ
ス
テ
ム

が
登
場
し
た
。
患
者
が
提

示
し
た
保
険
証
番
号
が
有

効
か
ど
う
か
即
時
に
判
断

で
き
る
。
同
意
を
得
れ
ば

負
担
率
も
限
度
額
も
わ
か

り
、
利
便
性
が
と
て
も
高

い
。

　

し
か
し
、
今
の
と
こ
ろ

操
作
の
手
間
や
確
認
に
時

間
が
か
か
る
。
ま
た
保
険

証
番
号
等
の
情
報
が
不
正

確
な
こ
と
も
あ
る
の
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

　

導
入
費
用
、運
転
費
用
、

更
新
費
用
が
必
要
で
あ
り
、

ま
だ
発
展
途
上
の
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。
本
来
、
コ
ス

ト
と
利
便
性
を
検
討
し
て
、

採
用
す
る
か
ど
う
か
は
各

医
療
機
関
の
判
断
に
任
せ

る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
最
中
に
、
い
き
な

り
保
険
証
を
廃
止
し
て
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
に
一
本
化
す

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
自
体
も
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
目
的
は

個
人
情
報
の
把
握
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
保
険
証
番
号
等

を
閲
覧
で
き
る
機
能
が
つ

い
た
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

は
事
務
作
業
を
軽
減
す
る

と
い
う
明
確
な
目
的
が
あ

り
、
今
こ
の
２
つ
を
直
接

結
び
つ
け
る
の
は
無
理
が

あ
る
。
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
１

本
化
導
入
の
適
否
は
改
め

て
国
民
の
判
断
を
仰
ぐ
べ

き
で
は
な
い
か
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
と

　
　
　
　
　
健
康
保
険
証

・真正性について
正当な権限において作成された記録に対
し、虚偽入力、書き換え、消去及び混合
が防止されており、かつ、第三者から見
て責任の所在が明確であること

・見読性について
必要に応じて電磁的記録に記録された事
項を出力することにより、直ちに明瞭か
つ整然とした形式で使用に係わる電子計
算機その他の機器に表示し、及び書面を
作成できるようにすること

・保存性について
電磁的記録に記録された事項について、
保存すべき期間中において復元可能な状
態で保存することができる処置を講じて
いること

電子カルテの三原則
電子カルテ
システム

一般病院
病床規模別

一般診療所 歯科診療所
400床以上 200～399床 200床未満

2008年
14.2％

(1,092/7,714)
38.8％

(279/720)
22.7％

(313/1,380)
8.9％

(500/5,614)
14.7％

(14,602/99,083)
31.0％

(21,003/67,779)

2011年
21.9％

(1,620/7,410)
57.3％

(401/700)
33.4％

(440/1,317)
14.4％

(779/5,393)
21.2％

(20,797/98,004)
30.7％

(20,915/68,156)

2014年
34.2％

(2,542/7,426)
77.5％

(550/710)
50.9％

(682/1,340)
24.4％

(1,310/5,376)
35.0％

(35,178/100,461)
49.5％

(33,946/68,592)

2017年
46.7％

(3,432/7,353)
85.4％

(603/706)
64.9％

(864/1,332)
37.0％

(1,965/5,315)
41.6％

(42,167/101,471)
57.3％

(39,344/68,609)

2020年 57.2％
(4,109/7,179)

91.2％
(609/668)

74.8％
(928/1,241)

48.8％
(2,572/5,270)

49.9％
(51,199/102,612)

48.7％
(33,034/67,874)

 表  電子カルテ利用率の医療施設調査

出典：厚生労働省 医療施設調査より一部抜粋

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
１
０
８
人
か
ら
の
回
答
が
あ
り
、
年
齢
別
で
は
、
50
歳
以
上
が
83・４
％
で
あ
っ
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」
に
反
対
が
66
・
７
％
、
歯
科
医
療
機
関
で
の
標
準
規
格
に
対
応
し
た
電
子

カ
ル
テ
導
入
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
実
に
86
・
１
％
が
「
時
期
尚
早
」
と
回
答
し
た
。
厚
労
省
の
強
引
か

つ
、
歯
科
医
療
機
関
の
実
情
を
無
視
し
た
拙
速
な
動
き
に
批
判
が
噴
出
す
る
の
は
間
違
い
な
い
。

　

厚
労
省
は
光
デ
ィ
ス
ク
な

ど
で
請
求
す
る
医
療
機
関
に

対
し
て
、
２
０
２
４
年
９
月

末
ま
で
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

へ
の
移
行
を
実
質「
義
務
化
」

す
る
方
針
で
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
示
し
、
光
デ
ィ
ス
ク
請
求

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
へ
の

移
行
や
手
書
き
請
求
の
新
規

適
用
終
了
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　

診
療
状
況
に
応
じ
て
医
療

機
関
が
選
択
で
き
る
現
在
の

請
求
方
法
を
原
則
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
の
み
と
す
る
動
き
は
、

電
子
媒
体
で
の
請
求
が
多
い

歯
科   

図
１  

で
は
大
き
な
混
乱

を
招
く
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

全
国
を
見
る
と
、
歯
科
診

療
所
の
57
・
３
％
、医
科
診
療

所
の
18
・
７
％
で
あ
り
、
依

然
と
し
て
５
万
５
千
の
医
療

機
関
が
存
在
す
る
（
４
月
末

現
在
）。
ま
た
、「
義
務
化
」に

つ
い
て
は
、
賛
成
は
わ
ず
か

９
・３
％
で
、
反
対
66
・７
％
、

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
が
24
・

０
％
と
な
っ
て
い
る   

図
２  

。

　

カ
ル
テ
の
記
載
方
法
に
つ

い
て
は
、「
電
子
カ
ル
テ
を
運

用
し
て
い
る
」
が
８
・
３
％

と
な
っ
て
い
る   

図
３  
。

　

厚
労
省
の
「
医
療
施
設
調

査
」   

表  

で
は
、
約
半
数
が
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
い
る
と
回
答
し
て
お
り
、

大
き
な
乖
離
が
み
ら
れ
る
が
、

こ
の
調
査
は
ア
ン
ケ
ー
ト
式

の
調
査
で
あ
り
、
電
子
カ
ル

テ
と
ワ
ー
プ
ロ
カ
ル
テ
を
混

同
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、

歯
科
に
お
け
る
電
子
カ
ル
テ

導
入
に
つ
い
て
の
議
論
が
、

中
医
協
で
進
ま
な
い
よ
う
、

厚
労
省
に
対
し
て
要
請
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従

来
の
カ
ル
テ
と
電
子
カ
ル
テ

の
違
い   

図
４  

、電
子
カ
ル
テ

の
三
原
則
に
つ
い
て   

図
５  

で

み
ら
れ
る
よ
う
に
電
子
カ
ル

テ
そ
の
も
の
へ
の
理
解
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
。

　

歯
科
医
療
機
関
で
の
標
準

規
格
に
対
応
し
た
電
子
カ
ル

テ
導
入
の
推
進
に
つ
い
て �

 

図
６  

で
は
、「
大
い
に
賛
成
」

が
10
・２
％
な
の
に
対
し
て
、

「
時
期
尚
早
だ
と
思
う
」
が

実
に
86
・
１
％
で
、
厚
労
省

の
強
引
な
手
法
に
疑
問
の
声

が
非
常
に
多
い
。
電
子
カ
ル

テ
に
つ
い
て
は
、
小
規
模
医

療
機
関
が
ほ
と
ん
ど
の
歯
科

で
は
、
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
電
子
カ
ル
テ
や
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
は
大
き
な
負

担
が
伴
う
。

　

医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
あ
り
き
の

施
策
は
、
高
齢
医
師
・
歯
科

医
師
の
閉
院
・
廃
院
を
後
押

し
し
か
ね
ず
、
安
心
・
安
全

の
医
療
が
最
優
先
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
医
療

に
混
乱
を
持
ち
込
み
、
医
療

機
関
の
経
営
を
窮
地
に
追
い

込
む
で
あ
ろ
う
。
地
域
医
療

存
続
の
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
「
義
務
化
」
方
針
を

撤
回
し
、
歯
科
に
お
け
る
電

子
カ
ル
テ
導
入
を
再
考
す
べ

き
で
あ
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」・
電
子
カ
ル
テ
導
入

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
「
義
務
化
」・
電
子
カ
ル
テ
導
入

推
進
に
関
す
る
歯
科
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

推
進
に
関
す
る
歯
科
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告

解解 説説

アンケート結果（抜粋）アンケート結果（抜粋）

 図４  従来のカルテと電子カルテの違い

 図１  レセプト請求方法

 図５  厚労省ガイドライン『電子カルテの三原則』について

 図２  厚労省のオンライン請求「義務化」

 図６  歯科医療機関での標準規格に対応した電子カルテ導入の推進

 図３  電子カルテ記載方法
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大
谷
翔
平
選
手
の
活
躍
に

老
若
男
女
が
心
を
躍
ら
せ
て

い
る
毎
日
と
思
わ
れ
る
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
は
Ｍ
Ｌ
Ｂ
と
中
継
時
間

が
重
な
る
Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
の

放
送
を
今
年
度
か
ら
や
め
た
。

そ
の
Ｐ
Ｇ
Ａ
を
無
料
で
放
送

し
て
い
る
の
が
Ｂ
Ｓ
ジ
ャ
パ

ネ
ッ
ト
で
あ
る
。
こ
れ
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
ゴ
ル
フ
ァ

ー
は
多
い
。
こ
の
局
で
故
郷

の
秋
田
テ
レ
ビ
制
作
の「
Ｇ
Ｉ

Ｂ
Ａ
ち
ゃ
ん
と
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
へ

Ｇ
Ｏ
！
」が
毎
週
放
送
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
発
見
し
こ
の
番

組
の
視
聴
に
は
ま
っ
て
い
る
。

　

ギ
バ
ち
ゃ
ん
と
は
柳
葉
敏

郎
さ
ん
で
、
私
と
同
い
年
、

県
内
に
住
ん
で
お
り
秋
田
県

ゴ
ル
フ
親
善
大
使
で
あ
る
。

番
組
で
は
柳
葉
さ
ん
と
県
内

各
所
の
ゴ
ル
フ
場
の
シ
ニ
ア

の
会
員
さ
ん
ゲ
ス
ト
２
名
が

１
ホ
ー
ル
対
決
す
る
の
だ
が
、

競
技
と
い
う
よ
り
は
秋
田
弁

の
ト
ー
ク
番
組
で
あ
る
。
司

会
者
も
ア
ラ
還
で
、
あ
る
回

で
は
半
世
紀
前
の
高
校
入
学

直
後
の
応
援
団
練
習
が
紹
介

さ
れ
た
。
ギ
バ
ち
ゃ
ん
曰
く

「
応
援
団
練
習
で
は
校
歌
、

応
援
歌
、団
歌
を
練
習
す
た
」

「
大
声
で
歌
っ
て
い
て
も
団

長
は
『
聞
け
ね
、
も
っ
と
大

き
い
声
だ
し
ぇ
』
と
近
寄
っ

て
来
る
ん
す
」。
私
も
ビ
ビ

リ
な
が
ら
の
応
援
団
練
習
を

体
験
し
て
お
り
高
校
生
の
自

分
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き

る
。
ま
た
私
の
高
校
は
当
時
、

甲
子
園
に
２
年
連
続
出
場
し

て
い
る
が
司
会
者
が
「
能
代

高
（
私
の
母
校
）
の
高
松
投

手
、
星
飛
雄
馬
の
様
に
高
く

足
を
あ
げ
る
。
そ
れ
を
見
に

球
場
に
行
っ
た
」
と
言
う
。

私
は
勉
学
が
忙
し
く
母
校
の

応
援
に
い
か
な
か
っ
た
こ
と

を
今
も
悔
ん
で
い
る
。

　

こ
の
番
組
で
久
々
に
聞
い

た
秋
田
弁
も
あ
る
。「
ぼ
ん

く
ら
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
の
会

員
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
の
時
、
ギ

バ
ち
ゃ
ん
が
「
秋
田
弁
で
は
、

ぼ
ん
く
ら
を
ほ
じ
な
し
と
言

う
ん
だ
」。「
ほ
じ
な
し
」
は

ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
、
ぼ
け

て
い
る
こ
と
を
指
す
。
標
準

語
の
「
方
図
が
な
い
（
際
限

が
な
い
）」
と
は
異
な
り
「
ほ

じ
な
し
」
は
「
あ
ほ
、
ま
ぬ

け
」
に
近
い
。

　

ふ
る
さ
と
の
訛
り
な
つ
か

し　

停
車
場
の
人
ご
み
の
中

に　

そ
を
聴
き
に
行
く
（
石

Ｇ
Ｉ
Ｂ
Ａ
ち
ゃ
ん
と

Ｇ
Ｉ
Ｂ
Ａ
ち
ゃ
ん
と��

��

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
へ
Ｇ
Ｏ
！

Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｆ
へ
Ｇ
Ｏ
！

札
幌
支
部　
大
通
こ
し
や
ま
内
科
消
化
器
ク
リ
ニ
ッ
ク

腰
山　
達
美

川
啄
木
）

　

秋
田
駅
周
辺
を
歩
い
て
も

秋
田
弁
を
聴
く
こ
と
は
で
き

な
い
。
ギ
バ
ち
ゃ
ん
の
番
組

の
中
で
し
か
、
今
は
聴
け
な

い
。
だ
が
、
京
都
に
住
む
私

の
兄
は
秋
田
弁
の
メ
ー
ル
を

私
に
送
り
続
け
て
い
る
。

の
連
続
で
す
。
同
期
と
も
う

す
ぐ
卒
後
20
年
に
な
る
と
話

し
、
そ
ん
な
に
経
つ
の
か
と

驚
き
ま
し
た
が
、
臨
床
の
中

で
は
、「
あ
れ
、
こ
れ
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
？
」
と

初
め
て
の
状
況
に
遭
遇
し
た

り
、
外
科
処
置
で
は
ま
っ
た

り
…
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
自
身
も
そ
う
で
す

が
、
患
者
さ
ん
も
年
を
重
ね

る
中
で
状
態
が
変
化
し
、
そ

の
年
齢
や
生
活
環
境
に
応
じ

て
治
療
方
針
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が

増
え
た
と
感
じ
ま
す
。
迷
う

こ
と
も
多
い
で
す
が
、
院

長
・
副
院
長
先
生
や
非
常
勤

の
先
生
に
相
談
し
た
り
、
助

け
て
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、

日
々
診
療
を
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
、
家
事
、
子
育
て
、

な
か
な
か
器
用
に
、
効
率
よ

く
こ
な
せ
ま
せ
ん
し
、
迷
惑

を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
多

い
中
、
職
場
、
家
族
の
理
解

と
支
え
が
あ
っ
て
何
と
か
毎

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
や

は
り
一
番
元
気
を
く
れ
る
息

子
で
す
が
、「
お
母
さ
ん
、
お

母
さ
ん
」
と
き
て
く
れ
る
時

期
は
そ
ん
な
に
長
く
は
な
い

の
か
な
、
と
も
思
う
の
で
毎

日
の
や
り
と
り
を
大
切
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
様
々
な

こ
と
に
つ
ま
ず
き
、
転
び（
痛

い
の
は
嫌
で
す
が
）、
振
り
返

り
、
反
省
を
し
な
が
ら
、
ま

た
支
え
て
く
れ
る
人
達
に
感

謝
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も

少
し
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　

40
代
半
ば
と
な
り
、
疲
れ

が
取
れ
な
い
…
と
体
の
衰
え

を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
さ
ら
に
昨
年
の
春
頃

か
ら
、
歩
行
時
に
つ
ま
ず
い

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ま
ま
、
転
ん
で
し
ま
っ

た
こ
と
も
何
度
か
あ
り
、
先

月
に
は
走
り
だ
そ
う
と
し
た

勢
い
の
ま
ま
転
び
、
７
歳
の

息
子
が
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
、

私
自
身
痛
い
の
は
当
然
で
す

が
、
驚
き
と
恥
ず
か
し
さ
も

あ
り
、
か
な
り
落
ち
込
み
ま

し
た
。
毎
日
の
電
車
通
勤
、

休
日
に
は
体
を
動
か
す
の
が

大
好
き
な
子
供
と
の
遊
び
な

ど
、
運
動
量
が
急
に
減
っ
た

わ
け
で
は
な
い
の
に
、
な

ぜ
？
と
少
し
心
配
な
こ
の
頃

で
す
。

　

仕
事
の
方
は
、
常
勤
の
勤

務
医
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
方
も
、
つ
ま
ず
き

つ
ま
ず
き

つ
ま
ず
き

札
幌
支
部　
い
し
づ
か
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

後
藤
田　
幸

◆�予定利率は　　　　　（2023年９月１日現在）
◆�月払は１口１万円（最大30口まで）
◆�一時払は１口 50万円〜（一度に40口まで）
◆�加入５年以上なら何歳からでも年金受給ができます�
（４種類から自由に選択）
◆�掛金の払込中断や、急な資金需要の場合、積立金の一部解約
もできます
９月１日より予定利率UP！中長期の資産づくりに

保険医年金 申 込 期 間 	9 月 1 日～10月25日
責任開始日 	 2024年 1 月 1 日

大好評
受付中！

催し物のご案内（10月開催分）

10月14日（土） 16時30分～18時日　時

ウェブ開催（Zoomを用いたオンライン開催）会　場

須藤　臣 氏（ファイナンシャルプランナー）講　師

無料参加費

会員および家族対　象

QRもしくは本会ホームページから申込ください申　込

これからの老後資金づくりと、もしもの備え
ライフプラン講座

10月28日（土） 15時～17時日　時

ハイブリッド形式　本会会議室 / Zoomを用いたオンライン開催
※会場参加は先着30名まで
（札幌市中央区大通西６丁目６北海道医師会館３階）

会　場

黑田　充 氏（自治体情報政策研究所 代表）講　師

無料参加費

どなたでも対　象

QRもしくは本会ホームページから申込ください申　込

マイナンバーとマイナンバーカードの何が問題か
公開医政講演会

10月28日（土） 17時～日　時

ディノスノルベサ
(札幌市中央区南３条西５丁目 ノルベサ５階)

会　場

66名（先着順）定　員

会員および家族、従業員対　象

会員、会員家族（3,000円）
従業員（4,000円）
※２ゲーム、シューズ代、食事、ドリンク付

参加費

会員親睦ボウリング大会

10月21日（土） 16時～17時30分日　時

ウェブ開催（Zoomを用いたオンライン開催）会　場

濱田　浩美 氏（幌西歯科院長）講　師

無料参加費

どなたでも対　象

QRもしくは本会ホームページから申込ください申　込

食べることは生きることおいしく食べよういつまでも
Web市民公開セミナー

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com
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９
月
３
日
、「
ワ
イ
ナ
リ

ー
・
美
術
館
巡
り
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
、
23
医
療
機
関
、

道
産
ワ
イ
ン
の
魅
力
と

�

芸
術
を
満
喫

40
人
が
参
加
し
た
。
昨
年
に

引
き
続
き
、
ワ
イ
ン
ク
ラ
ス

タ
ー
北
海
道
代
表
で
シ
ニ
ア

ソ
ム
リ
エ
で
も
あ
る
阿
部
眞

久
氏
に
ガ
イ
ド
を
お
願
い

し
、
富
良
野
に
あ
る
ワ
イ
ナ

リ
ー
や
「
富
良
野
ワ
イ
ン
ぶ

ど
う
祭
り
」、
美
術
館
を
巡

っ
た
。

　

は
じ
め
に
、
滝
川
市
に
あ

る
「
滝
川
市
美
術
自
然
史

館
」
を
見
学
。
迫
力
満
点
の

タ
キ
カ
ワ
カ
イ
ジ
ュ
ウ
を
は

じ
め
と
す
る
骨
格
標
本
や
空

知
川
河
床
か
ら
発
見
さ
れ
た

化
石
標
本
、
日
本
画
家
の
岩

橋
英
遠
な
ど
滝
川
市
ゆ
か
り

の
画
家
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
。

　

次
に
富
良
野
に
移
動
し
、

昼
食
は
富
良
野
ホ
ッ
プ
ス
ホ

テ
ル
に
て
北
海
道
の
味
覚
を

堪
能
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、「
富
良
野

ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
祭
り
」
の
会

場
に
も
な
っ
て
い
る
「
ふ
ら

の
ワ
イ
ン
」
に
移
動
。
は
じ

め
に
「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
」
の

川
上
勝
義
所
長
の
説
明
を
聞

き
な
が
ら
施
設
内
を
見
学
し
、

阿
部
氏
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
、
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
50
周
年

記
念
ワ
イ
ン
な
ど
数
量
限
定

の
特
別
ワ
イ
ン
を
試
飲
し

た
。
そ
の
後
、
集
合
時
間
ま

で
「
富
良
野
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

祭
り
」
を
楽
し
み
、
抽
選
で

豪
華
景
品
が
当
た
る
参
加
者

も
い
た
。

　

最
後
に
、
中
富
良
野
に
あ

る
「
ド
メ
ー
ヌ
レ
ゾ
ン
ワ
イ

ナ
リ
ー
」
に
向
か
い
、
施
設

の
方
か
ら
ワ
イ
ン
の
特
徴
や

製
造
工
程
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
そ
の
後
、
阿
部
氏
と
施

設
の
方
が
厳
選
し
た
３
種
類

の
ワ
イ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
解
説
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
試
飲
を
楽
し
ん
だ
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
ソ
ム

リ
エ
の
方
の
お
話
を
聞
き
な

が
ら
、
ワ
イ
ン
の
試
飲
が
で

き
て
大
変
良
か
っ
た
」「
た
く

さ
ん
の
施
設
を
効
率
よ
く
見

学
で
き
て
、
大
変
充
実
し
た

ツ
ア
ー
だ
っ
た
」
な
ど
、
大

変
好
評
だ
っ
た
。
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体
に
訊
く

理
事
会
だ
よ
り

〈
７
月
〉

１
日　

�

歯
科
各
種
届
出
に
係

る
研
修
会

22
日　

�

歯
科
ス
タ
ッ
フ
セ
ミ

ナ
ー

25
日　

第
４
回
理
事
会

〈
８
月
〉

５
～
６
日　

�

親
子
一
泊
キ
ャ

ン
プ
旅
行

29
日　

第
５
回
理
事
会

保
険
医
会
の
動
き

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
完
全

に
徹
夜
を
し
た
翌
日
、
な
ん

だ
か
体
が
う
ま
く
動
か
ず
、

昼
寝
を
し
て
み
て
も
よ
く
な

ら
な
い
。
頭
と
体
が
ち
ぐ
は

ぐ
な
状
態
が
丸
１
日
続
き
、

そ
の
後
の
２
、
３
日
睡
眠
時

間
を
長
め
に
取
る
よ
う
に
し

て
、
よ
う
や
く
元
ど
お
り
の

体
調
に
な
っ
た
。
や
っ
ぱ
り

寝
不
足
が
原
因
だ
っ
た
の
か
、

若
い
頃
の
よ
う
に
無
理
は
き

か
な
い
な
と
つ
く
づ
く
思
う

こ
の
頃
で
あ
る
。

　

私
た
ち
の
と
こ
ろ
に
来
る

患
者
さ
ん
は
何
か
し
ら
の
不

調
を
か
か
え
て
や
っ
て
来
る
。

「
歯
髄
炎
で
す
。
す
ぐ
治
療

開
始
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
っ

た
わ
か
り
や
す
い
症
状
は
少

な
く
、
は
っ
き
り
し
た
原
因

が
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

こ
れ
が
わ
か
る
の
は
、「
シ

ャ
ー
マ
ン
だ
け
か
」
と
頭
を

悩
ま
せ
る
。

　
「
何
か
調
子
が
悪
い
」
と

い
う
訴
え
は
現
代
人
ゆ
え
の

悩
み
な
の
か
。
あ
な
た
は
、

休
み
た
い
の
か
、
眠
り
た
い

の
か
、
仕
事
に
行
き
た
く
な

い
の
か
、
栄
養
が
足
り
な
い

の
か
、
食
べ
過
ぎ
な
の
か
、

思
い
当
た
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
と
自
分
自
身
の
体
に

訊
く
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ

て
い
る
人
が
多
い
よ
う
な
気

が
す
る
。
体
を
気
遣
う
以
前

に
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て

い
る
の
か
。

　

忙
し
い
か
ら
こ
そ
、
体
に

無
理
が
か
か
っ
て
い
な
い
か
、

心
に
無
理
が
か
か
っ
て
い
な

い
か
気
付
け
る
の
は
自
分
自

身
だ
と
私
は
思
っ
て
い
る
。

　

猛
暑
の
今
年
、
暑
く
て
眠

れ
な
い
と
訴
え
る
患
者
さ
ん

が
多
か
っ
た
。
色
々
な
暑
さ

対
策
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

そ
の
情
報
を
ま
た
他
の
患
者

さ
ん
に
も
共
有
し
て
暑
さ
を

乗
り
切
っ
た
感
が
あ
る
。

　

そ
う
い
え
ば
、
趣
味
の
マ

ラ
ソ
ン
も
昔
は
30
キ
ロ
走
！

と
意
気
込
ん
で
練
習
し
て
い

た
が
、
今
な
ら
体
の
ど
こ
か

が
痛
く
な
り
そ
う
な
気
配
が

あ
れ
ば
走
行
距
離
や
ペ
ー
ス

を
落
と
し
て
走
る
よ
う
に
な

っ
た
。

　

徹
夜
経
験
は
無
理
の
き
か

な
い
年
齢
に
な
り
、
自
分
の

体
と
の
対
話
の
大
切
さ
を
気

づ
か
せ
て
く
れ
た
よ
い
き
っ

か
け
で
あ
っ
た
。�

（
大
友
）

■
第
４
回
理
事
会

日
時　

７
月
25
日（
火
）

協
議
事
項

①�

９
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

「【
緊
急
】オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
ト
ラ
ブ
ル
実
態
調

査
第
２
弾
ご
協
力
の
お
願

い
」
に
つ
い
て 

③�

保
険
医
年
金
の
２
０
２
２

年
度
の
配
当
お
よ
び
２
０

２
３
年
度
適
用
利
率
等
に

つ
い
て

④�

女
性
部
会
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て

⑤
そ
の
他

伊
達　

敏
行
先
生

６
月
16
日
ご
逝
去（
73
歳
）

海
老
原　

幸
雄
先
生

６
月
26
日
ご
逝
去（
92
歳
）

中
川　

晃
貴
先
生

７
月
30
日
ご
逝
去（
71
歳
）

茶
谷　

仁
史
先
生

８
月
４
日
ご
逝
去（
67
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

８
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

保
団
連
役
員
候
補
の
推
薦

に
つ
い
て 

③�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
委
員

会
の
窓
口
担
当
者
に
つ
い

て
④�

「
診
療
報
酬
の
大
幅
な
引

き
上
げ
を
求
め
る
医
師
・

歯
科
医
師
要
請
署
名
ひ
な

形
組
織
討
議
の
お
願
い
」

に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

■
第
５
回
理
事
会

日
時　

８
月
29
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

　厚労省は、「マイナンバーカードによるオンライン資格確認を行うことがで
きない場合における対応等に対する疑義解釈について」の通知を発出しまし
た。以下にマイナカードによるオンライン資格確認が行えない場合の救済措置
に関する医療現場からの疑問に対し、厚労省の回答の内容を掲載いたしますの
でご確認ください。なお、詳細につきましては、厚労省ホームページをご覧く
ださい（2023年９月１日時点）。

	 �　保険者等番号及び被保険者等記号・番号は「不詳」のまま診療報
酬請求等（「不詳請求」）を行う場合であって、被保険者資格申立書
の保険種別が「わからない」と記載されていたときは、請求先は社
会保険診療報酬支払基金（「支払基金」）か国民健康保険団体連合会
（「国保連」）か？

	� 　被保険者資格申立書や患者からの聞き取りの内容等から、患者の加入
する保険種別を可能な限り特定した上で、当該保険種別に対応した審査
支払機関に請求。保険種別を特定できなかった場合は、各医療機関等の
判断で「支払基金」か「国保連」かのいずれかに請求

	 �　公費負担医療（自治体が行っている子ども医療費助成なども含む）
についても、オンライン資格確認を行うことができなかった場合、
「旧資格請求」や「不詳請求」を行うことができるか？

	� 　公費負担医療の対象患者は、公費負担医療について有効な受給者証が
提示されていれば、オンライン資格確認ができなかった場合には、「旧
資格請求」や「不詳請求」を行うこともできる。これにより、患者に対
しては、公費負担医療による窓口負担の減免を行うことが可能

	 �　被保険者資格申立書において、患者が一部負担金の割合の欄の
「わからない」にチェックした場合、一部負担金は何割で請求する
のか？

	� 　この場合の窓口負担割合は、患者の年齢等を踏まえつつ、前年の負担
割合や、前年からの変更可能性などを可能な限り聞き取った上で判断。
なお、患者の申立てに基づく割合で一部負担金を受領した場合、実際の
負担割合が異なっていても、負担割合相違によるレセプト返戻は行わ�
ない

	 �　「不詳請求」について、保険医療機関等から審査支払機関に対し
再審査又は取下げの申出を行う場合、申出期間はいつまでか？

	� 　「不詳請求」を行った日の６か月後の日が属する月の20日まで

	 �　70歳以上の患者については、所得区分に応じて特記事項を記載する
こととされているが、「不詳請求」の場合はどのように考えればよいか？

	� 　請求を行った一部負担金割合に応じて、対応する特記事項を記載。なお、
患者が申立てた一部負担金割合及び対応する特記事項について、実際の負
担割合及び特記事項との相違があった場合でも、レセプト返戻は行わない

※�負担区分が不明の場合は、請求を行った一部負担金割合に応じて、以下のと
おり記載

・３割の場合：26区ア
・２割の場合：（70～74歳）29区エ、（75歳以上）41区カ
・１割の場合：42区キ

	 �　被保険者資格申立書の「保険者等名称」の欄又は「事業所名」の
欄が空欄であった場合（記載が不要な場合も含む）、レセプト摘要
欄への記録はどのように考えればよいか？

	� 　レセプト摘要欄にはそれぞれ「保険者等名称記載なし」又は「事業所
名記載なし」と記録

	 �　被保険者資格申立書の保険者種別欄で、「後期」にチェックがあ
る場合、被保険者資格申立書の保険者等名称及び事業所名の欄の記
載は不要か？

	� 　事業所名欄の記載は不要。保険者等名称欄は、後期高齢者は必ずしも
住所地の広域連合の被保険者であるとは限らないため、可能な限り記載

問１

答

問２

答

問３

答

問４

答

問５

答

問６

答

問７

答

 図  被保険者資格申立書（質疑と回答に関係する部分を抜粋）

WEB保険診療
セミナー（医科） 在宅医療請求講座在宅医療請求講座

◆�在宅点数はなぜ分かりにくいのか
◆�在宅医療特有の考え方・算定方法
◆�在宅患者に検査、注射、処置を実施した場合の取扱い
◆�（強化型）在宅療養支援診療所・支援病院とは？
◆医療と介護の給付調整
◆医師による居宅療養管理指導
◆�在宅点数の請求上の留意点（汎用点数を中心に）
　～審査上の留意点、個別指導での指摘事項も踏まえて～
◆在宅医療点数の理解のために

日　時：９月28日（木）18時30分～（所要時間90分程度）
会　場：Zoomウェビナーによるオンラインセミナー
講　師：山田 祐也 氏（全国保険医団体連合会 事務局主査）
対　象：医科会員、会員所属の医療機関職員
締　切：９月27日 正午まで
申　込：QRもしくは本会ホームページから
　　　　申込ください
参加費：無料

講
演
内
容
（
予
定
）

マイナカードによるオンライン
資格確認が行えない場合の対応


